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（表１）授業でのフィールド学習対象地 
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Begin with an individual, and before you know it 
you find that you have created a type; begin with 
a type, and you find that you have created – 
nothing. 
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自身の研究や地域活動のフィールドとして日常化し
ていた。 
というのは、別所温泉は、平成21年に県の温泉地・
スキー場地区再生モデル事業（期間３年間） に採択
され、その役員として総務委員会と街づくり委員会
での討議に加わっていたので、実質３年半にわたっ
て、ほぼ月２回出向いていたので80回、それ以外に
調査、イベント参加を加えると100回を大幅に超える
回数通った計算になる。 
自身の研究テーマは、だいたい、ゼミナールの学
習テーマに重ねるので、ゼミ生の地域での報告会に
あたっては学生の成果と自身の成果を統合する形で
披露してきた。 
その中で特にメジャーなテーマは愛染閣跡地の活
用と地区内の交通対策であった。この２点は、地元
でも真摯に受けとめられたが、実行に移すプロセス
の用意というところまで到達できていない。今後も、
機会あればフォロー･アップして行きたいと思って
いる。 
 
３．フィールドワークの勧め 
このようなフィールド学習中心の授業は、学生の
授業評価の上でも座学中心の授業よりも評価が高
かった。 
逆に座学中心の授業は、かなりかみ砕いた講義を
したつもりでも、試験の結果を見ると理解度は低く、
改めてフィールド学習の効用を認識させられたが、
その根底には“地域の教育力”の存在があると考え
ている。 
こうしたフィールド学習を可能にした条件は３つ
ある。 
一つ目は、長野大学の周辺には観光のフィールド
学習の適地が数多く存在していることであり、これ
を活用しなければ地方私立大学のメリットを放棄す
るに等しいと思っている。 
二つ目は、２コマ連続授業が組めたことで、現地
滞在時間を最低１時間確保すると、最大片道１時間
圏まで足を伸ばせるから、小布施(オアシスおぶせ）
や軽井沢が圏内に入る。 
三つ目は、スクールバスの存在であった。最初の
年はバスがなく、受講生も少なかったので、８人乗
りのワン･ボックスカーでしのいだが、２年目からは、
27名乗りのバスが導入され、平日は強化部の利用が
ないので予約を取る上で全く支障がなかった。 
心配だったのは、定員以上の履修生がでた場合の
対応だったが、これも巧い具合に15 ～25名に収まっ
た（収めた）。バスがなくて自家用車を運転しなけ
ればならなかったら､これほど遠くまで足を伸ばす
ことはできなかったと思う。 
第２点もカリキュラムの調整で可能となるので、
長野大学ではフィールド学習を実施する上での障害
はほとんど存在しないと言える。 
長野大学は、“地域に貢献する”大学として高い
評価を得ているが（日経グローカル）、加えて、そ
の立地条件を最大限活かして“フィールド学習に力
点を置く”大学としての特長をもっと強く打ち出し
たらどうだろうか。 
東京などの大都会では体験できない教育カリキュ
ラムをアピールできると思う。 
（図）別所温泉愛染閣跡地活用計画図 （図）同左モンタージュ写真 
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